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編　集　後　記

第 54回日本神経学会学術大会も盛会裡に終了しました．
学術的に多くの新規知見に富んだ有意義な大会でありまし
た．さて，今大会を契機として，2013（平成 25）年度よ
り学会機関誌編集委員会が刷新され，このたび鈴木が新編
集委員長を拝命いたしました．新編集委員会委員のメン
バーは本ページ下段に示した方々で，多彩な神経疾患の広
い領域を柔軟にカバーすべく，専門領域を配慮して人数を
増やしました．編集委員会の初代委員長，椿　忠雄先生か
ら数えて 10代目の編集委員長である由，事務局からお聞
きして，その伝統ある重要な役職に対して大きな責任を感
じております．全力で臨床神経学の内容の充実とその存在
意義を高めるべく努力していきたいと思います．
さて，日本神経学会は創立 50周年を経て，日本医学会
の中での立場の強化，国際神経学会の誘致をはじめとする
国際化，そして学会運営の IT化など，数多くの大きな変
化と躍進を示しています．そのようなダイナミックな動き
の中で，2012年に日本神経学会からは臨床神経学の英文
兄弟誌として，Neurology & Clinical Neuroscienceが国際学
術誌として創刊されました．臨床神経学にとっての今後の
課題は，英文誌との棲み分けと日本語論文の独自性の確立

にあると考えています．さらに，国際学術誌検索システム
である“PubMed/MEDLINE”に，その存在を認証されて
いる学会機関誌としての大きなメリットをさらに充実させ
ることも重要です．本誌は投稿規定上，英文原稿を受け付
けていますが，現状ではその絶対投稿数はまだ少なく，多
くの掲載論文は和文でありその内容は英文抄録という限ら
れた形でしか世界に発信できていないのが現状です．多く
の優秀な和文論文の英文抄録の内容をさらに拡大・充実さ
せ，現在以上に詳細に国際的に伝達できるようにする工夫
も必要であると思います．
さて，臨床神経学は，2015年 1月（第 55巻）より完全
電子ジャーナル化されることが決定しており，論文内容は
すべて一般公開する，すなわちオープンアクセスとすると
いう方針が決まっています．これに対応すべく，新編集委
員会としては，論文査読の迅速化かつ厳密化や倫理面に対
する厳格なチェックと指導に力を注ぐ所存でおります．
本誌をより発展させるため，学会会員の皆様の叱咤激励
とご支援をお願い申し上げます．

 （鈴木則宏）


